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ホタテガイ幼貝の空中活力試験
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は じ め に

ホタテガイの椎貝,幼貝は温度変化あるいは空中露出(こ対して,きわめて抵抗力が弱いことが知 られ

ているoこのためこれ らの空中輸送(ことっては大きな問題点とな っている｡

これまで岩手県,宮城県では殻長 2･5- 5lDc虎にな ったホタテガイ椎貝の輸送時期として, 11-

12月あるいは翌年の5-4月とい った外気温が低い時期に行なうのが常識とな っている｡

一方,最近にな って三重県,千葉県,山形県,新潟県,石川県,福井県,島根県,香川県,福岡県等

でもホタデガイ養殖についての企業化試験を行な っている｡これ らの海域では高水温によりホタテガイ

の越夏が困難なだめ,産卵後 1年を経過 したいわゆる幼貝 (殻長 7-9cln)を 11- 12月(こ輸送 して

垂下養殖 し,翌年の7月頃までに販売を行な うわけである｡

ここでは,この幼貝の輸送時(こ問題(こなるであろう空中活力について若干の試験を行な った｡

試 験 ･方 法

試験月日 昭和 47年9月19日から9月25日

材 料 ホタテガイは昭和46年産のもので

平均殻長 5.7C7弄(4.9-6.8C7n-)で

あ った｡

方 法 軍 1図のプラスチ ック容器に 100

個のホタテガイ幼貝を5段積みに収 ウLFシ

容し, 5 oC および 10 ℃ の恒温 ,ThLl

槽に入れた｡恒温槽は温度を一定(こ

保っためファンによる強制循環を行

な った｡試験中の乾燥を除くために

ウレタンホーム ,ウレタンスパゲッティ

(ころ過海水をふくませて各段に入れ,

プラスチ ック容器には上ぶたをした｡

24時間後tこ50個体, 40時間後 ･

第 1図 ホクテガイ幼貝の収容状況※ 本試験は水産業改良普及痔

別研修中(こ実施したものである｡点数 宮城県気仙沼水産事務所 宮城県水産業改良普及員



育水増事業概要Vol･3(1974)
に 50個体,48時間後Iこ10個体, 72時間後(こ10個体を各 抽々出し,速やか(ころ

過海水(こもどし,24時間育成した後(こ生き残り数を数え,測定を行な った｡その後 5

日間はパールネ ットに収容し海水中lこ垂下して生き残り数を毎日追跡した｡

]-1L,

試 験結 果および 考察

試験中の水温および気温の変化は第 1表,第 2区匠)とおりであ った.恒温槽円の温度はノ･W.1は5±1

octこ,_･f62は 10±1 ℃ (こ推持できた.

ホタテガイ幼貝の空中活力の結果は第 2表,欝5図(こ示した｡5 ℃∴ 10 ℃ の気温で充分な温度

を保持した条件下では48時間(2日間 )以内では高い生存率を示した｡

一万 ,72時間(5日間 )にわた って空中露出したものでは 5 ℃ で50% , 10 ℃ では50% と

低い生存率とな った｡

富永等(本概要 )のホタテガイ椎貝 (殻長2.0- 5.5C虎,平均殻長 5.5cm･)での試験結果よりも,令

回の幼貝の方が空中活力(こついてはより高い抵抗力を示した｡

第1表 ホタテガイ空中活力試験中の温度状況

月日 時 間 気 温 室 温 恒 温 槽 ろ;飽 海面水月日 時 間 気 温 室 温 恒
凋 曹 過振.水(℃) (℃) .461 .462 盟(℃)､日(℃ (oC) (℃)ー,

ii.1 ノ拡2 盟(℃)旧.(.Oc)9̂9'202112.0015.0014.0015.0016.0016.509.00-0.001.0012.005.504.005.006.004.008,00 22.418.9一 25.019L2 7.25.24.64.65.04.64ム4.84.64.94.84.64.85.04.85.0 12.510.510.810.810.810.710.610.410.910.810510.510.810.610.510.5 20.920.8 21.621.2J 22252425 9.DO10.00ll.0012.0015.0014.0015.0016.009.0010.00ll.0012.009.009.009.00 17.919.419.216.517.0 19.021.620.022.5 5.04.85.55.05.15.04.84.95.15.15.25.2 10.510.210.610.410.510.510.210.010.510.510.510.6 20.
920.920.9 20.921.521.521.521.52

0月(註 ) 恒温槽 J461 5±1.℃ に自動調節

,ノ462 10±1 ℃ に自動調節第2表 ホタテガイ

空中活力試験によるへい死状況調空中露出時 間 試 験 ノ46 供 試個 体 数 へ い 死 状 況空中露出 ろ鞘弥卜移じC4職 海 中 垂 下
へ い 死個 体 数01日 2 日 5 日■24時間 _46:1 50 0 0 0 0 ロ(1日) .46:2 50 0 0■ 1 0 0 1

40時間 ノ広1 50 D 1 0 0 0 1_462 50 0
0 0 0 1 148時間 ノ拡1

10 0 0 0 0 1 1(2日) .462 10 0 0 0 0 0 072時間 ノ広1 10 0 6
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9) 日 数 (9/25) (月月)第 2図 試験期間中の水温と気

温 の変化 (午前 9時 )(メ)存 500 24 48 72 96 120 74

+(巾耶勝 間第 3図 ホタテガイ幼月の空中露出時間､_温度 と生存率




